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北海道新幹線開業に向けた取り組みについて 

（異常時対応訓練の実施・避難誘導設備の増強） 

 

 

 

２０１６年３月２６日の北海道新幹線開業に向けて、当社では今後、異常時対応訓練を

実施するとともに、青函トンネル内の避難誘導設備の増強に取り組んでいます。 

 

Ⅰ．新幹線における異常時対応訓練 Ⅰ．新幹線における異常時対応訓練 Ⅰ．新幹線における異常時対応訓練 Ⅰ．新幹線における異常時対応訓練 

◎新幹線に即した訓練の充実 

１ 日常起こりうる異常時対応訓練の取り組み １ 日常起こりうる異常時対応訓練の取り組み １ 日常起こりうる異常時対応訓練の取り組み １ 日常起こりうる異常時対応訓練の取り組み 

 ・乗務員を対象とした車両、列車内におけるトラブル対応 

 ・駅係員を対象としたホーム、駅構内におけるトラブル対応 

２ お客様の避難誘導を想定した、総合実設訓練の取り組み ２ お客様の避難誘導を想定した、総合実設訓練の取り組み ２ お客様の避難誘導を想定した、総合実設訓練の取り組み ２ お客様の避難誘導を想定した、総合実設訓練の取り組み 

  ・高架上、トンネル内における消防・警察との連携訓練 

・新幹線に即した避難誘導マニュアルの検証 

 

Ⅱ．新幹線に開業に向けた青函トンネル避難誘導設備増強 Ⅱ．新幹線に開業に向けた青函トンネル避難誘導設備増強 Ⅱ．新幹線に開業に向けた青函トンネル避難誘導設備増強 Ⅱ．新幹線に開業に向けた青函トンネル避難誘導設備増強 

１ 定員増加に合わせた定点避難所設備増備 

２ 陸底部の避難所・非常放送設備等の設置 

３ 定点避難所でのお客様通信手段確保 

４ 斜坑ケーブルカーの定員増 



Ⅰ．新幹線における異常時対応訓練

１．日常起こりうる異常時対応訓練の取り組み１．日常起こりうる異常時対応訓練の取り組み１．日常起こりうる異常時対応訓練の取り組み１．日常起こりうる異常時対応訓練の取り組み

○訓練の主な内容（Ｈ○訓練の主な内容（Ｈ○訓練の主な内容（Ｈ○訓練の主な内容（Ｈ27年年年年9月以降実施中～）月以降実施中～）月以降実施中～）月以降実施中～）

(1) 地上設備、車両設備のトラブル地上設備、車両設備のトラブル地上設備、車両設備のトラブル地上設備、車両設備のトラブル

・ﾎｰﾑ柵が開かない ・ＡＴＣ信号が受信できない・ﾎｰﾑ柵が開かない ・ＡＴＣ信号が受信できない・ﾎｰﾑ柵が開かない ・ＡＴＣ信号が受信できない・ﾎｰﾑ柵が開かない ・ＡＴＣ信号が受信できない

(2) 車内、ホーム上での旅客に関するトラブル車内、ホーム上での旅客に関するトラブル車内、ホーム上での旅客に関するトラブル車内、ホーム上での旅客に関するトラブル

・車内でＳＯＳボタンが押された ・柵を越えての駆け込み乗車・車内でＳＯＳボタンが押された ・柵を越えての駆け込み乗車・車内でＳＯＳボタンが押された ・柵を越えての駆け込み乗車・車内でＳＯＳボタンが押された ・柵を越えての駆け込み乗車

(3) 線路上への飛来物、雪害によるトラブル線路上への飛来物、雪害によるトラブル線路上への飛来物、雪害によるトラブル線路上への飛来物、雪害によるトラブル

・架線にビニールが巻き付いている ・ポイント不転換対応・架線にビニールが巻き付いている ・ポイント不転換対応・架線にビニールが巻き付いている ・ポイント不転換対応・架線にビニールが巻き付いている ・ポイント不転換対応

(4) ヒューマンエラー後の対応ヒューマンエラー後の対応ヒューマンエラー後の対応ヒューマンエラー後の対応

・停止位置を越えてしまった・停止位置を越えてしまった・停止位置を越えてしまった・停止位置を越えてしまった

Ⅰ．新幹線における異常時対応訓練

２．新幹線に乗車されているお客様の避難誘導を２．新幹線に乗車されているお客様の避難誘導を２．新幹線に乗車されているお客様の避難誘導を２．新幹線に乗車されているお客様の避難誘導を

想定した総合実設訓練の取り組み想定した総合実設訓練の取り組み想定した総合実設訓練の取り組み想定した総合実設訓練の取り組み

１．高架上における、警察・消防との連携訓練

２．青函トンネル内での異常時避難誘導訓練

(1) 日時・場所： 平成２８年日時・場所： 平成２８年日時・場所： 平成２８年日時・場所： 平成２８年1月月月月15日 日中 新函館北斗－木古内間日 日中 新函館北斗－木古内間日 日中 新函館北斗－木古内間日 日中 新函館北斗－木古内間

(2) 訓練想定 ：地震により停電となり新幹線が高架上で停止訓練想定 ：地震により停電となり新幹線が高架上で停止訓練想定 ：地震により停電となり新幹線が高架上で停止訓練想定 ：地震により停電となり新幹線が高架上で停止

(3) 訓練内容 ：警察・消防と協力し、お客様を高架上から避難させる訓練内容 ：警察・消防と協力し、お客様を高架上から避難させる訓練内容 ：警察・消防と協力し、お客様を高架上から避難させる訓練内容 ：警察・消防と協力し、お客様を高架上から避難させる

(1) 日時・場所： 平成２８年２月 夜間日時・場所： 平成２８年２月 夜間日時・場所： 平成２８年２月 夜間日時・場所： 平成２８年２月 夜間(作業時間合い作業時間合い作業時間合い作業時間合い) 青函ﾄﾝﾈﾙ内青函ﾄﾝﾈﾙ内青函ﾄﾝﾈﾙ内青函ﾄﾝﾈﾙ内 (3回計画回計画回計画回計画)

(2) 訓練想定 ： 車両トラブルを想定し、救援列車への移乗訓練訓練想定 ： 車両トラブルを想定し、救援列車への移乗訓練訓練想定 ： 車両トラブルを想定し、救援列車への移乗訓練訓練想定 ： 車両トラブルを想定し、救援列車への移乗訓練

(3) 訓練内容 ： 新幹線特有の救護方法による訓練を実施する訓練内容 ： 新幹線特有の救護方法による訓練を実施する訓練内容 ： 新幹線特有の救護方法による訓練を実施する訓練内容 ： 新幹線特有の救護方法による訓練を実施する

＜新幹線特有の救護方法＞＜新幹線特有の救護方法＞＜新幹線特有の救護方法＞＜新幹線特有の救護方法＞

①救援列車を横付けして、渡り板で移乗できる設備が設置されている①救援列車を横付けして、渡り板で移乗できる設備が設置されている①救援列車を横付けして、渡り板で移乗できる設備が設置されている①救援列車を横付けして、渡り板で移乗できる設備が設置されている

②救援列車は、逆線においても順線同様の保安ｼｽﾃﾑ（②救援列車は、逆線においても順線同様の保安ｼｽﾃﾑ（②救援列車は、逆線においても順線同様の保安ｼｽﾃﾑ（②救援列車は、逆線においても順線同様の保安ｼｽﾃﾑ（RSｰーーーATC）で）で）で）で

安全・迅速に運転できる安全・迅速に運転できる安全・迅速に運転できる安全・迅速に運転できる



新幹線と在来線の救援列車運行方法の違いについて

1．在来線の場合．在来線の場合．在来線の場合．在来線の場合

○

○

○

○

お客様は、一旦、出発地側にお

戻り戴き、「停止列車」の運転再

開後に目的地へご案内

①救援列車の運転（通常の運転方向と同じ場合）

②救援列車の運転（通常の運転方向とは逆向きの場合）

車両・乗務員の手配が可能であ

れば、比較的容易に救援列車の

運行が可能

車両・乗務員の手配の他、保安

装置に代わる係員の手配、準備

に時間を要する

お客様は、救援列車にお乗り換

え戴き、目的地へご案内

通常の運行方向とは逆向きなので保安装置（信号・踏切警報機等）を使用しての運転不可能通常の運行方向とは逆向きなので保安装置（信号・踏切警報機等）を使用しての運転不可能通常の運行方向とは逆向きなので保安装置（信号・踏切警報機等）を使用しての運転不可能通常の運行方向とは逆向きなので保安装置（信号・踏切警報機等）を使用しての運転不可能

係員の打合せによる衝突防止手配、手動による進路構成、手信号、踏切監視により救援列車を運転係員の打合せによる衝突防止手配、手動による進路構成、手信号、踏切監視により救援列車を運転係員の打合せによる衝突防止手配、手動による進路構成、手信号、踏切監視により救援列車を運転係員の打合せによる衝突防止手配、手動による進路構成、手信号、踏切監視により救援列車を運転

通常の運行方向と同じなので保安装置（信号・踏切警報機等）を使用しての運転可能通常の運行方向と同じなので保安装置（信号・踏切警報機等）を使用しての運転可能通常の運行方向と同じなので保安装置（信号・踏切警報機等）を使用しての運転可能通常の運行方向と同じなので保安装置（信号・踏切警報機等）を使用しての運転可能

お客様にお乗り換え戴き、一旦、出発地側へお客様にお乗り換え戴き、一旦、出発地側へお客様にお乗り換え戴き、一旦、出発地側へお客様にお乗り換え戴き、一旦、出発地側へ

お客様にお乗り換え戴き、目的地側へお客様にお乗り換え戴き、目的地側へお客様にお乗り換え戴き、目的地側へお客様にお乗り換え戴き、目的地側へ

救援列車救援列車救援列車救援列車

停止列車停止列車停止列車停止列車

救援列車救援列車救援列車救援列車

停止列車停止列車停止列車停止列車

新幹線と在来線の救援列車運行方法の違いについて

２．新幹線の場合２．新幹線の場合２．新幹線の場合２．新幹線の場合

○

○

○

車両・乗務員の手配が可能であ

れば、救援列車の運転方向に拘

わらず、比較的容易に救援列車

の運行が可能

お客様が停止列車から救援列車

へお乗り換えされる際には、車両

に搭載されている非常はしごを活

用した渡り板を設置

お客様は、渡り板を通って救援列

車にお乗り換え戴き、目的地へ

ご案内

通常の運行方向と同じ時は、デジタルＡＴＣ（ＤＳ－ＡＴＣ）による保安装置を使用して運転可能通常の運行方向と同じ時は、デジタルＡＴＣ（ＤＳ－ＡＴＣ）による保安装置を使用して運転可能通常の運行方向と同じ時は、デジタルＡＴＣ（ＤＳ－ＡＴＣ）による保安装置を使用して運転可能通常の運行方向と同じ時は、デジタルＡＴＣ（ＤＳ－ＡＴＣ）による保安装置を使用して運転可能
､､､､

平行移乗平行移乗平行移乗平行移乗

停止列車停止列車停止列車停止列車

救援列車救援列車救援列車救援列車

通常の運行方向と逆向きの時は、無線ＡＴＣ（ＲＳ－ＡＴＣ）による保安装置を使用して運転可能通常の運行方向と逆向きの時は、無線ＡＴＣ（ＲＳ－ＡＴＣ）による保安装置を使用して運転可能通常の運行方向と逆向きの時は、無線ＡＴＣ（ＲＳ－ＡＴＣ）による保安装置を使用して運転可能通常の運行方向と逆向きの時は、無線ＡＴＣ（ＲＳ－ＡＴＣ）による保安装置を使用して運転可能

※ただし、駅間の運転途中から無線ＡＴＣへ切り替えはシステム上できず、中間駅含め駅発車時からの設定※ただし、駅間の運転途中から無線ＡＴＣへ切り替えはシステム上できず、中間駅含め駅発車時からの設定※ただし、駅間の運転途中から無線ＡＴＣへ切り替えはシステム上できず、中間駅含め駅発車時からの設定※ただし、駅間の運転途中から無線ＡＴＣへ切り替えはシステム上できず、中間駅含め駅発車時からの設定

停止列車停止列車停止列車停止列車

お客様にお乗り換え戴き、目的地側へお客様にお乗り換え戴き、目的地側へお客様にお乗り換え戴き、目的地側へお客様にお乗り換え戴き、目的地側へ

救援列車救援列車救援列車救援列車

お客様にお乗り換え戴き、一旦、出発地側へお客様にお乗り換え戴き、一旦、出発地側へお客様にお乗り換え戴き、一旦、出発地側へお客様にお乗り換え戴き、一旦、出発地側へ

①救援列車の運転（通常の運転方向と同じ場合）

②救援列車の運転（通常の運転方向とは逆向きの場合）



Ⅱ．新幹線開業に向けた青函トンネル避難誘導設備増強新幹線開業に向けた青函トンネル避難誘導設備増強新幹線開業に向けた青函トンネル避難誘導設備増強新幹線開業に向けた青函トンネル避難誘導設備増強

○避難誘導設備増強内容○避難誘導設備増強内容○避難誘導設備増強内容○避難誘導設備増強内容

１ 定員増加に合わせた定点避難所設備増備１ 定員増加に合わせた定点避難所設備増備１ 定員増加に合わせた定点避難所設備増備１ 定員増加に合わせた定点避難所設備増備

２ 陸底部の避難所・非常放送設備等の新設２ 陸底部の避難所・非常放送設備等の新設２ 陸底部の避難所・非常放送設備等の新設２ 陸底部の避難所・非常放送設備等の新設

３ 定点避難所でのお客様通信手段確保３ 定点避難所でのお客様通信手段確保３ 定点避難所でのお客様通信手段確保３ 定点避難所でのお客様通信手段確保

４ 斜坑ｹｰﾌﾞﾙｶｰの定員増４ 斜坑ｹｰﾌﾞﾙｶｰの定員増４ 斜坑ｹｰﾌﾞﾙｶｰの定員増４ 斜坑ｹｰﾌﾞﾙｶｰの定員増

青函トンネル内 ２つの定点と４つの陸底部斜坑

吉岡

吉岡斜坑竜飛斜坑

算用師斜坑

袰内斜坑

白符斜坑

三岳斜坑

■避難所設備の増強

固定式椅子一部増設、簡易トイレ増設等

着座用備品（エアクッション＋段ボール＋ブルーシート）

■避難誘導設備の増強

誘導サイン等の改善

避難誘導ラインの新設

避難通路設備の改善（着脱式階段、手すり等）

■固定電話設置(完了)

■携帯電話通話エリア整備

■斜坑ケーブルカー定員増強（詳細設計中）

【定点】共通（竜飛・吉岡）

■避難所設備の新設

着座用備品（エアクッション＋段ボール＋ブルーシート）

簡易トイレ等

監視カメラ・一斉放送用設備新設

照明設備増設

■避難誘導設備の増強

誘導サイン等の改善

避難通路設備の改善（上下線間の渡り板等）

【陸底部斜坑】共通（算用師・袰内・白符・三岳）

作業坑

本 坑

■誘導サイン増強

避難口誘導標識の追加

（現行500m間隔 250m間隔に変更）

【本 坑】

■誘導サイン増強

避難口誘導標識の追加

（現行500m間隔 250m間隔に変更）

■緊急用トイレ、救急箱整備（5km毎）

【作業坑】

■保守用車による避難設備の新設

保守用モータカーによる牽引人車新設

24名乗り×２両

（木古内・奥津軽保守基地に１両ずつ配備）

【その他設備】

本州方
北海道方



定点付近避難設備増備内容

竜飛定点

定点から避難所への誘導サイン増強定点から避難所への誘導サイン増強定点から避難所への誘導サイン増強定点から避難所への誘導サイン増強

地上までの地上までの地上までの地上までの

斜坑内の斜坑内の斜坑内の斜坑内の

誘導サイン増強誘導サイン増強誘導サイン増強誘導サイン増強

灯具＋誘導灯＋

距離標

（３０ｍ間隔）
避難所エリア避難所エリア避難所エリア避難所エリア

携帯電話通話エリア整備携帯電話通話エリア整備携帯電話通話エリア整備携帯電話通話エリア整備

避難所設備の増強避難所設備の増強避難所設備の増強避難所設備の増強

新幹線定員に対応した待機用設備の増強新幹線定員に対応した待機用設備の増強新幹線定員に対応した待機用設備の増強新幹線定員に対応した待機用設備の増強

①固定式椅子増設①固定式椅子増設①固定式椅子増設①固定式椅子増設

竜飛：竜飛：竜飛：竜飛：304席席席席 420席 吉岡：席 吉岡：席 吉岡：席 吉岡：392席席席席 484席席席席

共通：着座用備品整備（約３００名分）共通：着座用備品整備（約３００名分）共通：着座用備品整備（約３００名分）共通：着座用備品整備（約３００名分）

避難所位置サイン避難所位置サイン避難所位置サイン避難所位置サイン

避難所から救援列車への避難所から救援列車への避難所から救援列車への避難所から救援列車への

誘導サイン新設誘導サイン新設誘導サイン新設誘導サイン新設

総合案内板新設総合案内板新設総合案内板新設総合案内板新設

携帯電話通話携帯電話通話携帯電話通話携帯電話通話

エリア整備エリア整備エリア整備エリア整備

上下線連絡斜路上下線連絡斜路上下線連絡斜路上下線連絡斜路

への手すり新設への手すり新設への手すり新設への手すり新設

本坑からホームへ上がる本坑からホームへ上がる本坑からホームへ上がる本坑からホームへ上がる

ための着脱式階段新設ための着脱式階段新設ための着脱式階段新設ための着脱式階段新設

②仮設トイレ増設（現行１５組＋１５組増設）②仮設トイレ増設（現行１５組＋１５組増設）②仮設トイレ増設（現行１５組＋１５組増設）②仮設トイレ増設（現行１５組＋１５組増設）

固定電話設置固定電話設置固定電話設置固定電話設置

携帯電話通話携帯電話通話携帯電話通話携帯電話通話

エリア整備エリア整備エリア整備エリア整備

・誘導路

・上り線誘導路～

下り線誘導路分岐点

・上り線連絡誘導路～

上り線誘導路

・上り線誘導路

・下り線連絡誘導路～

下り線誘導路

・下り線誘導路

・誘導灯

定点

・避難所入口

定点付近避難設備（避難誘導ライン表示）



陸底部斜坑避難設備の整備

非常口灯（既設）

北海道方

避難所位置サイン新設避難所位置サイン新設避難所位置サイン新設避難所位置サイン新設

本坑から避難所までの経路本坑から避難所までの経路本坑から避難所までの経路本坑から避難所までの経路

の段差解消の段差解消の段差解消の段差解消

仮設トイレ新設（１５組）仮設トイレ新設（１５組）仮設トイレ新設（１５組）仮設トイレ新設（１５組）

避難所設備の新設避難所設備の新設避難所設備の新設避難所設備の新設

①避難待機設備の新設①避難待機設備の新設①避難待機設備の新設①避難待機設備の新設

・着座用備品整備（約５００名分）・着座用備品整備（約５００名分）・着座用備品整備（約５００名分）・着座用備品整備（約５００名分）

・仮設トイレ新設（１５組）・仮設トイレ新設（１５組）・仮設トイレ新設（１５組）・仮設トイレ新設（１５組）

②監視カメラ・放送設備の新設②監視カメラ・放送設備の新設②監視カメラ・放送設備の新設②監視カメラ・放送設備の新設

・監視カメラ新設（新幹線指令で・監視カメラ新設（新幹線指令で・監視カメラ新設（新幹線指令で・監視カメラ新設（新幹線指令で

モニター）モニター）モニター）モニター）

・一斉放送用設備新設・一斉放送用設備新設・一斉放送用設備新設・一斉放送用設備新設

③照明設備増設（定点避難所程度の③照明設備増設（定点避難所程度の③照明設備増設（定点避難所程度の③照明設備増設（定点避難所程度の

照度を確保）照度を確保）照度を確保）照度を確保）

本州方

地上までの斜坑内の誘導サイン新設地上までの斜坑内の誘導サイン新設地上までの斜坑内の誘導サイン新設地上までの斜坑内の誘導サイン新設

灯具＋誘導灯＋距離標

（３０ｍ間隔）

着座用備品整備（約５００名分）着座用備品整備（約５００名分）着座用備品整備（約５００名分）着座用備品整備（約５００名分）

照明設備増設照明設備増設照明設備増設照明設備増設

凡例

監視カメラ

一斉放送用設備

誘導サイン、位置サイン等

総合案内盤・侵入防止サイン

算用師斜坑

総合案内盤（レイアウト図）新設総合案内盤（レイアウト図）新設総合案内盤（レイアウト図）新設総合案内盤（レイアウト図）新設

監視カメラ・一斉放送用設備新設監視カメラ・一斉放送用設備新設監視カメラ・一斉放送用設備新設監視カメラ・一斉放送用設備新設

総合案内盤（レイアウト図）新設総合案内盤（レイアウト図）新設総合案内盤（レイアウト図）新設総合案内盤（レイアウト図）新設

監視カメラ・一斉放送用設備新設監視カメラ・一斉放送用設備新設監視カメラ・一斉放送用設備新設監視カメラ・一斉放送用設備新設

誤侵入防止サイン新設誤侵入防止サイン新設誤侵入防止サイン新設誤侵入防止サイン新設

（侵入防止柵設置を含む）（侵入防止柵設置を含む）（侵入防止柵設置を含む）（侵入防止柵設置を含む）

避難所エリア避難所エリア避難所エリア避難所エリア

斜坑ケーブルカーの定員増斜坑ケーブルカーの定員増斜坑ケーブルカーの定員増斜坑ケーブルカーの定員増

・通常時は荷役台車として使用し、

異常時には荷役台車に２３名座席

ユニットを載せ、定員を３８名とする。



保守用車による避難設備の新設保守用車による避難設備の新設保守用車による避難設備の新設保守用車による避難設備の新設

○○○○保線用モータカーでの牽引用人車新設

・24名乗り×２両 （木古内・奥津軽保守基地に１両ずつ配備）


